
長
を
務
め
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
全
国
の
同
志
と

と
も
に
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
き

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
二
日

は
、
自
民
党
青
年
局

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ―

　

（
チ
ー
ム
イ
レ

ブ
ン
）
の
一
員

と
し
て
、
青
年

局
所
属
の
国
会

議
員
と
と
も
に

熊
本
震
災
の
被

災
地
訪
問
に
参

第21号（1）

市議会報告市議会報告
川越けいじの政治目標

●子 育 て 支 援 策 の 更 な る 拡 充
●社会福祉の充実した街づくり
●救命救急体制の整った街づくり
●犯 罪 の 無 い 安 全 な 街 づ く り
●活力と優しさに満ちた街づくり
●豊かな心と健全な身体を育くむ教育

　

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
会
が
、
二
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
一
日

ま
で
の
３
７
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
案
を
始
め
と
す
る
議
案
５
８
件
を
各
面
か
ら
審
査
し
、
可
決
し
ま
し
た

の
で
、
川
越
桂
路
が
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

安 

心 

安 

全

●
災
害
対
策
本
部
機
能

強
化
事
業

（
６
，２
０
０
万
円
）

 

熊
本
地
震
の
教
訓
や
桜

予
算
に
前
倒
し
し
て
補

正
予
算
で
対
応
し
た
も

の
を
含
め
る
と
、
実
質

的
な
予
算
は
約
２
，４
８

８
億
円
と
過
去
最
高
の

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

 

以
下
、
一
般
会
計
予
算
に

お
け
る
主
な
事
業
及
び
そ

の
予
算
額
（
万
単
位
表

記
）
等
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
ご
説
明
致
し
ま
す
。

島
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
一

時
引
き
上
げ
の
経
験
を
踏

ま
え
、
災
害
対
策
本
部
の

ス
ペ
ー
ス
を
現
在
の
３
倍

以
上
に
拡
張
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
状
況
を
速
や

か
に
把
握
で
き
る
新
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
導
入
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
災
害
時
も
通
話

が
規
制
さ
れ
な
い
Ｉ
Ｐ
無

線
機
も
整
備
し
、
全
庁
的

な
情
報
連
絡
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

●
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

費
補
助
事
業

（
３
０
０
万
円
）

　

犯
罪
の
無
い
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
町
内
会
等
が
行

う
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
対
し
、
設
置
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
補
助

内
容
は
補
助
率
二
分
の
一

で
、
補
助
上
限
は
１
台
に

つ
き
２
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

●
民
間
建
築
物
耐
震
化

推
進
事
業

（
５
億
９
，５
０
０
万
円
）

　

不
特
定
多
数
が
利
用

す
る
ホ
テ
ル
店
舗
等
の

大
規
模
建
築
物
の
耐
震

工
事
等
に
つ
い
て
助
成

す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
を
創
設
し
、

安
心
し
て
相
談
で
き
る

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
事
業

（
１
億
１
，７
０
０
万
円
）

　

救
命
率
の
向
上
、
後
遺

障
害
の
軽
減
な
ど
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
救
急
医
療

の
確
保
を
図
る
た
め
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
の
八
時

三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五

分
ま
で
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
２
４
時
間
３
６
５

日
の
本
格
運
用
の
実
現

に
向
け
て
医
師
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援

●
病
児・病
後
児
保
育

事
業

（
１
億
３
，８
０
０
万
円
）

　

児
童
が
病
気
の
回
復
期

に
あ
り
、
か
つ
集
団
保
育

等
が
困
難
で
あ
る
期
間
に

お
い
て
、
一
時
的
に
施
設

で
そ
の
児
童
の
保
育
を
行

い
、
保
護
者
の
子
育
て
と

就
労
等
と
の
両
立
を
支
援

し
ま
す
。
今
年
度
は
、
実

施
医
療
機
関
を
７
か
所
か

ら
８
か
所
に
拡
充
し
ま
す
。

●
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業

（
６
０
０
万
円
）

　

慢
性
的
な
保
育
士
不
足

解
消
の
た
め
、
潜
在
保
育

士
の
再
就
職
支
援
等
を
行

う
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
運
営
し
、

保
育
士
確
保
対
策
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
本
年
度
は
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
支
援

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
保
育

士
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業

（
９
億
２
，４
０
０
万
円
）

　

昼
間
保
護
者
の
い
な
い

小
学
生
に
対
し
、
適
切
な

遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
支
援
員

の
処
遇
改
善
等
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
児
童
ク
ラ

ブ
を
１
８
か
所
増
設
し
、

児
童
ク
ラ
ブ
数
は
現
在
の

１
１
７
か
所
か
ら
１
３
５

か
所
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

（
１
３
億
９
，０
０
０
万
円
）

 

子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
子
供
の
健
康
と
健
や

か
な
育
成
を
実
現
す
る
た

め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費

市議会議員 川越けいじ（45）
かわ ごえ

鹿児島市議会議員 川越桂路
〒892-8677 鹿児島市山下町11-1

TEL216-1436　FAX227-7955
〒892-0846 鹿児島市加治屋町6-8

www.kawagoe-keiji.jp
E-mail:info@kawagoe-keiji.jp

自由民主党 新 政 会
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一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

約
２
，４
１
１
億
２
，７
０
０

万
円
で
、
前
年
度
比
０
・
４
％

減
と
５
年
ぶ
り
に
減
少
し
た

も
の
の
、
国
の
経
済
対
策
に

伴
っ
て
二
十
八
年
度
の
補
正

緑地空間予定地には期間限定で「大河ドラマ館」を設置
松
原
小
の
校
舎
建
て
替
え
基
本
設
計
な
ど

校
舎・屋
体
等
整
備
事
業
に
約
30
億
円

第21号（4）

　

昨
年
十
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

７
日
間
、
日
本
青
年
台

湾
研
修
に
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
我
が

国
と
台
湾
の
青
年
交
流

の
促
進
を
目
的
に
、
平

成
二
十
二
年
よ
り
開
始

さ
れ
て
お
り
、
台
湾
政

府
か
ら
招
聘
を
受
け
る

形
で
、
全
国
か
ら
超
党

派
の
地
方
議
員
や
地
方

公
務
員
総
勢
３
０
名

（
自
民
党
か
ら
１
２
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

台
湾
の
二
大
政
党
で

あ
る
国
民
党
及
び
民
進

党
を
表
敬
訪
問
し
て
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ

か
、
台
湾
の
国
会
に
あ

た
る
立
法
院
や
省
庁
の

市
政
に
対
す
る
質
問
や
相
談
な
ど

お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

鹿
児
島
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
や
相
談
を

受
付
け
て
お
り
ま
す
。
安
全
・
教
育
・
子
育
て
・
福
祉
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
事
で
も
結
構
で
す
の
で
、
左
記
T
E
L
・

F
A
X
・
メ
ー
ル
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

市
議
会
議
員
川
越
け
い
じ

T
E
L
・
2
1
6-

1
4
3
6
/
F
A
X
・
2
2
7-

7
9
5
5

E-m
ail:info@

kaw
agoe-keiji.jp

訪
問
、
ま
た
学
生
と
の

意
見
交
換
な
ど
、
青
年

ら
し
く
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
各
面
か

ら
学
ぶ
と
と
も
に
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

私
が
出
発
前
に
学
ん

だ
日
台
関
係
の
デ
ー
タ
の

よ
る
と
、
台
湾
の
人
々
の

対
日
感
情
は
非
常
に
良

く
、
『
最
も
好
き
な
国
は

日
本
』
と
い
う
回
答
は

５
６
%
と
、
２
位
以
下
の

中
国
６
%
、
ア
メ
リ
カ
５

%
と
比
較
す
る
と
群
を
抜

い
て
日
本
へ
の
印
象
が
良

い
と
い
う
結
果
が
出
て
お

り
、
実
際
に
台
湾
を
訪
れ

て
み
る
と
様
々
な
場
面
で

そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本

人
の
台
湾
に
対

す
る
感
情
も
、

『
台
湾
を
身
近

に
感
じ
る
』
が

６
７
%
、
『
現

在
の
日
台
関
係

は
良
好
』
９
１

%
な
ど
、
日
台

の
関
係
は
非
常

に
良
い
こ
と
が

判
り
ま
す
。

　

昨
年
四
月
の
選
挙
に
お
き

ま
し
て
５
期
目
の
市
政
に

送
っ
て
い
た
だ
き
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
も
、
市
勢

発
展
・
市
民
福
祉
の
向
上
を

実
現
す
べ
く
、
議
会
活
動
を

通
じ
て
各
面
か
ら

取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

　

第
３
回
市
議
会

定
例
会
に
お
き
ま

し
て
は
、
自
民
党

新
政
会
を
代
表
し

て
代
表
質
疑
を
お

こ
な
い
、
約
二
時

間
に
渡
っ
て
市
長

お
よ
び
関
係
当
局

に
対
し
、
市
長
の

政
治
姿
勢
を
始
め
、
各
面
か

ら
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
の
４
選
出
馬
に
関

す
る
質
問
で
は
、
首
長
の

場
合
、
一
般
的
に
三
期
が

ひ
と
つ
の
区
切
り
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
る
と

多
選
と
な
り
様
々
な
弊
害

が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
観
点
で
、
森
市
長

を
質
し
ま
し
た
。

　

現
職
の
首
長
は
期
を
重

ね
る
ご
と
に
日
々
の
職
務

な
ど
を
通
じ
て
経
験
値
や

知
名
度
、
ま
た
人
的
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
に
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
増
し
て
い
く
わ

け
で
す
の
で
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
候
補
者
と
い
う
の
は

非
常
に
限
ら
れ
て
き
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
現
職
に

大
き
な
失
政
が
な
い
場

合
、
続
投
し
続
け
る
こ
と

が
新
人
の
出
馬
を
抑
制
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け

で
す
。

　

市
長
の
答
弁
に
は
、
「
三

期
が
一
つ
の
区
切
り
で
は
な

い
か
と
の
思
い
も
あ
っ
た
」

と
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お

い
て
、
大
き
な
権
限
を
長
期

に
わ
た
っ
て
持
つ
こ
と
の
危

険
性
や
組
織
の
硬
直
化
が
進

む
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
質

益城町にてチーム11のメンバーと

平成28年第3回定例会 代表質疑

旧市立病院駐車場跡地に国際交流　　建設へ旧市立病院駐車場跡地に国際交流　　建設へセン
ター
セン
ター

の
一
部
を
、
子
供
の
保
護

者
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

３
歳
未
満
は
保
険
診
療
に

よ
る
一
部
負
担
金
の
額
を

助
成
。
３
歳
〜
中
学
３
年

生
ま
で
は
、
保
険
診
療
に

よ
る
一
部
負
担
金
の
額

（
２
か
所
以
上
の
医
療
機

関
等
で
診
療
等
を
受
け
た

場
合
は
そ
の
月
の
合
計

額
）
か
ら
１
ヶ
月
に
つ
き

２
，０
０
０
円
を
差
し
引

い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
妊
婦
健
康
診
査
・
健
康

相
談
事
業

（
５
億
４
，０
０
０
万
円
）

 

妊
産
婦
や
そ
の
配
偶
者

へ
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
対
す
る
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
・

出
産
の
安
全
性
の
確
保
及

び
健
康
診
査
に
か
か
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
を

公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。

公
費
負
担
回
数
は
１
４
回

で
す
。
里
帰
り
出
産
等
に

よ
り
鹿
児
島
県
外
（
国

内
）
の
医
療
機
関
で
妊
婦

健
診
を
受
診
し
た
場
合
で

も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
際
は
、
健
診
費

用
を
い
っ
た
ん
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
後
日
払
い
戻

し
の
申
請
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

疑
の
中
で
、
改
め
て
指
摘
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
行
政

や
保
育
行
政
、
旧
市
立
病

院
駐
車
場
跡
地
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
し

て
な
ど
２
９
の
大
項
目
に

関
し
て
質
疑
を
交
わ
し
て

お
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
属
会
派
で
あ

る
、
自
民
党
新
政
会
の
政

阿蘇大橋付近での国交省説明

党
青
年
局
中
央
常
任
委
員
と
し
て
熊
本
被
災
地
へ

市
長
多
選
や
教
育
行
政・保
育
行
政
な
ど
2
9
大
項
目
を
質
す

　

私
は
自
民
党
青
年
局

の
中
央
常
任
委
員
や
、

鹿
児
島
県
連
の
青
年
局

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

益
城
町
や
阿
蘇
大
橋
の

崩
落
現
場
な
ど
を
視
察

し
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
箇
所
は
未
だ
復
旧
の
途

中
で
あ
り
、
復
興
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
の
方
々

か
ら
、
災
害
復
旧
に
お

け
る
無
人
オ
ペ
レ
ー
ト

重
機
の
重
要
性
や
、
仮

設
住
宅
で
の
避
難
に
関

審
会
長
と
し
て
、
各
面
か
ら

の
政
策
実
現
を
目
指
し
、

森
市
長
に
対
し
１
２
６
項

目
に
渡
る
予
算
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
構
成
員
と
し
て
、
鹿

児
島
市
当
局
と
正
常
な
緊

張
関
係
を
保
ち
是
々
非
々
の

議
論
を
行
い
な
が
ら
、
更
な

る
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
る
課
題
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
活
火
山
桜
島

を
持
つ
鹿
児
島
市
の
災

害
時
に
も
役
立
つ
で
あ

ろ
う
、
様
々
な
気
付
き

を
与
え
ら
れ
た
被
災
地

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
九
州
は
ひ

と
つ
」
と
い
う
思
い
で
、

継
続
的
に
取
り
組
め
る
小

さ
な
支
援
（
熊
本
・
大
分

産
品
の
購
入
や
熊
本
・
大

分
へ
の
訪
問
な
ど
）
の
輪

を
拡
げ
て
行
き
た
い
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

二
時
間
に
渡
り
代
表
質
疑

二
時
間
に
渡
り
代
表
質
疑
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台
湾
政
府
か
ら
の
招
聘
受
け

日
本
青
年
台
湾
研
修
に
参
加

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
２
０
０
億
円
を
超
え

る
義
援
金
を
、
真
っ
先
に

届
け
て
く
れ
た
親
日
国
台

湾
。
（
台
湾
の
方
々
の
意
識

を
尊
重
し
、
あ
え
て
親
日

「
国
」
と
い
う
表
現
に
し
て

お
り
ま
す
）

 

現
在
、
鹿
児
島
か
ら
は
直

行
便
も
飛
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
経
済
や
観

光
、
青
少
年
教
育
な

ど
、
今
後
さ
ら
に
交
流

を
深
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

発
災
か
ら
一
年
が
経
過

し
た
、
熊
本
・
大
分
の

被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

台湾立法院議場の訪問（前列左から2人目）

市
立小中高
市
立小中高

平成29年（2017年） 平成29年（2017年）



国際交流センター
建設予定地一般駐車場

バス駐車場 大河ドラマ館等
エリア

甲東中学校前駅

甲突川
左岸緑地

市
道
ナ
ポ
リ
通
線

市
道
市
立
病
院
横
線

市道中央高校東線市道緑地帯4号線

観
光
か
ご
し
ま

●
大
河
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
負
担
金

（
１
億
３
，９
０
０
万
円
）

　

平
成
三
十
年
一
月
か

ら
放
映
の
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

放
送
に
あ
わ
せ
、
協
議

会
を
設
置
し
、
大
河
ド

ラ
マ
館
の
設
置
運
営
、

広
報
宣
伝
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
路
面
電
車
観
光
路
線

検
討
事
業（３

５
０
万
円
）

　

都
市
景
観
・
観
光
資

源
の
面
か
ら
、
路
面
電

車
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
地
区
へ
の
観
光

路
線
新
設
に
向
け
た

ル
ー
ト
案
の
整
理
・
検

討
等
を
行
い
ま
す
。

●
明
治
維
新
１
５
０
周
年

事
業（

１
，６
７
０
万
円
）

　

薩
摩
藩
パ
リ
万
博
出

展
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
薩
摩

維
新
ふ
る
さ
と
博
な
ど
を

開
催
す
る
ほ
か
、
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
世
帯
で
、
急
病
な

ど
の
緊
急
時
に
警
備
員

が
駆
け
付
け
る
通
報
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
電
話
を

所
有
し
て
い
な
い
生
活

保
護
受
給
者
が
通
報
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場

合
に
、
固
定
電
話
回
線

を
貸
与
し
ま
す
。

●
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特

定
治
療
支
援
事
業

（
１
億
２
，０
０
０
万
円
）

　

不
妊
治
療
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
指
定
医
療
機
関
に

お
け
る
配
偶
者
間
の
特

定
不
妊
治
療
お
よ
び
男

性
不
妊
治
療
に
要
す
る

費
用
に
つ
い
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
な
ど
詳
し

く
は
母
子
保
健
課
ま
で

☎
２
１
６（
１
４
８
５
）

●
母
子
家
庭
等
自
立

支
援
事
業

（
６
，８
４
０
万
円
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

支
援
を
目
的
に
、
就
業
支

援
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
が
指
定
し
た
講

座
を
受
講
し
、
職
業
能
力

の
開
発
を
自
主
的
に
行
う

ひ
と
り
親
に
対
し
て
、
教

育
訓
練
終
了
後
に
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
等
の

支
給
を
行
い
ま
す
。

市
民
福
祉
向
上

●
元
気
い
き
い
き
検
診
事
業

（
４
億
７
，９
０
０
万
円
）

　

生
活
習
慣
病
の
予

防
・
早
期
発
見
の
た
め
、

各
種
が
ん
検
診
等
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
特

定
年
齢
者
の
乳
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
及
び
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
関
連
事
業

（
８
３
億
９
，０
０
０
万
円
）

　

本
年
四
月
の
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

要
支
援
者
等
を
対
象
に

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
高
齢
者
の

自
立
支
援
と
介
護
予
防

を
推
進
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
安
心
通
報
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業

（
７
，０
０
０
万
円
）

教
育
環
境
向
上

●
学
校
ク
ー
ラ
ー
設
置
・
更

新
事
業（
２
月
補
正
含
む
）

（
４
億
１
，０
０
０
万
円
）

　

夏
季
の
降
灰
時
期
に

お
い
て
も
良
好
な
教
育

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
が
著
し
く
機
能

が
低
下
し
て
い
る
特
別

教
室
等
の
ク
ー
ラ
ー
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

●
校
舎
建
替
事
業

（
１
，３
０
０
万
円
）

　

老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
松
原
小
学
校
の
校

舎
建
て
替
え
に
向
け
、

基
本
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
基
本
設
計

を
行
い
ま
す
。

●
校
舎
・
屋
体
等
整
備
事

業（
２
月
補
正
含
む
）

（
２
９
億
６
，７
０
０
万
円
）

　

市
立
小
中
高
の
校
舎

や
屋
内
運
動
場
の
増
改

築
、
大
規
模
改
造
、
外

壁
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

●
新・郷
中
教
育
推
進
事
業

（
３
，０
０
０
万
円
）

　

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後

等
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、

多
様
な
体
験
・
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
等
の
参

画
を
得
て
、
学
習
や
体

験
・
交
流
活
動
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
本
年
度

は
、
新
た
に
１
０
校
区

に
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
新
設
し
、
４
０
校
区

に
設
置
と
な
り
ま
す
。

●
美
術
館
企
画
展
等
の

開
催（

４
，４
８
０
万
円
）

　

特
別
企
画
展
や
小
企

画
展
を
開
催
し
、
郷
土

や
国
内
外
の
優
れ
た
美

術
品
の
紹
介
に
努
め
、

市
民
の
芸
術
文
化
の
向

上
に
寄
与
し
ま
す
。

　

年
５
回
の
小
企
画
展
、

年
１
回
の
蔵
出
し
美
術

館
に
加
え
、
今
年
は

「
バ
ロ
ッ
ク
の
巨
匠
た
ち
」

７
月
２
５
日
〜
９
月
３
日
。

「
生
誕
１
５
０
年
記
念

藤
島
武
二
展
」

９
月
２
９
日
〜
１
１
月

５
日
を
開
催
し
ま
す
。

●
お
や
じ
の
会
活
動

支
援
事
業

（
４
１
０
万
円
）

　

日
頃
か
ら
、
「
チ
ー
ム

学
校
」
の
一
員
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
「
お
や
じ
の
会
」
の
活

動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

研
修
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、

活
動
に
対
す
る
助
成
を
行

い
ま
す
。
助
成
は
年
間
１

団
体
に
つ
き
上
限
５
万
円

（
補
助
率
二
分
の
一
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
活
性

●
中
小
企
業
資
金

融
資
事
業

（
３
億
５
，１
２
０
万
円
）

　

中
小
企
業
者
の
円
滑

な
資
金
調
達
を
促
進
す

る
た
め
、
信
用
保
証
料

に
対
す
る
助
成
等
を
行

う
と
と
も
に
、
創
業
支

援
資
金
の
自
己
資
金
要

件
の
廃
止
や
融
資
対
象

者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
新
産
業
創
出
支
援
事
業

（
１
，２
８
０
万
円
）

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
、
新
た
な
産
業
を
創

出
す
る
た
め
、
新
商
品
等

の
開
発
に
向
け
た
取
組
に

対
し
助
成
等
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
に
ヘ

ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
実

用
化
検
証
に
対
す
る
助
成

制
度
を
設
け
、
健
康
分
野

の
取
組
を
充
実
し
ま
す
。

●
若
年
者
等
雇
用
促
進

助
成
事
業（９

６
０
万
円
）

　

若
年
者
等
の
雇
用
機
会

の
拡
大
に
資
す
る
た
め
、

若
年
者
等
を
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
し
、
国
の
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
事
業
と
協
調

し
て
市
単
独
の
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

●
企
業
立
地
推
進
事
業

（
２
億
２
，２
０
０
万
円
）

　

雇
用
の
創
出
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

企
業
訪
問
活
動
等
を
行
う

と
と
も
に
、
立
地
し
た
企

業
に
対
し
、
新
規
雇
用
や

設
備
投
資
等
へ
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

●
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
等

整
備
促
進
事
業
補
助
金

（
７
，５
０
０
万
円
）

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
と
ホ
ー
ム
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
の
併
置
等
の
ほ
か
、

本
年
度
は
新
た
に
、
賃
貸

の
共
同
住
宅
や
環
境
管
理

事
業
所
等
へ
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
行
う
市
民
等
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

で
大
河
ド
ラ
マ
館
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

約
１
，３
０
０
０
㎡
の
敷
地
に
大

河
ド
ラ
マ
館
・
チ
ケ
ッ
ト
ブ
ー

ス
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
・
駐
車
場

な
ど
を
設
置
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

 

期
間
終
了
後
は
、
緑
地
整
備

の
た
め
に
撤
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
流
用
可
能
な

も
の
が
あ
れ
ば
有
効
活
用
し

ま
す
。

　

立
体
駐
車
場
跡
地
の
約

２
，２
０
０
㎡
に
は
、
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
京
セ
ラ
の
創
業
者
で
あ
る

稲
盛
和
夫
名
誉
会
長
が
、
「
ふ

る
さ
と
鹿
児
島
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
想
い
に
よ
り
鹿
児

島
市
と
鹿
児
島
県
に
そ
れ
ぞ
れ

１
０
億
円
を
寄
付
し
て
く
だ

さ
っ
た
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
、

 

旧
市
立
病
院
跡
地
は
緑
地
整

備
の
方
針
が
決
定
し
、
今
年

度
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

 

一
方
、
来
年
の
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
は
鹿
児
島
が
舞
台
と
な

る
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映
が
決

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

放
映
に
合
わ
せ
て
、
平
成
三
十

年
一
月
か
ら
平
成
三
十
一
年
一

月
ま
で
の
一
年
間
、
期
間
限
定

鹿
児
島
の
国
際
交
流
の
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

 

施
設
構
成
と
し
て
は
、
宿
泊

施
設
（
留
学
生
用
・
短
期
滞
在

者
用
）
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、
研

修
室
や
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

今
年
度
中
に
基
本
・
実
施
設

計
を
行
っ
て
、
建
設
工
事
に
着

手
し
、
平
成
三
十
一
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

明治維新150周年ロゴ

安心通報システム概要

公衆無線LANを整備します

教室設置のクーラー

若年者雇用を促進します

緑
地
空
間
の
供
用
開
始

平
成
三
十
二
年
度
中
目
標

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
市

電
軌
道
敷
の
芝
生
に
よ
る

緑
化
や
「
上
荒
田
の
杜
公

園
」・「
上
町
の
杜
公
園
」

な
ど
、
市
民
が
憩
い
、
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
都
市
空
間
の

創
出
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
天

文
館
や
鹿
児
島
中
央
駅
を

含
む
中
央
地
区
に
お
い
て

は
、
今
後
も
民
間
開
発
な

ど
に
よ
り
居
住
機
能
や
商

業
機
能
の
拡
充
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
緑
被
率
は
市

街
化
区
域
の
平
均
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
十
分

と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

近
接
す
る
甲
突
川
左
岸
緑

地
と
の
連
た
ん
性
な
ど
か

ら
、
中
心
市
街
地
の
回
遊
性

の
向
上
に
資
す
る
新
た
な

潤
い
の
拠
点
と
な
る
緑
地
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

周
辺
の
景
観
お
よ
び
通
行
空

間
・
地
震
時
の
一
時
避
難
場

所
・
近
接
に
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と

の
導
線
・
甲
突
川
左
岸
と
の
回

遊
性
確
保
な
ど
、
各
面
か
ら
の

検
討
を
加
え
、
基
本
計
画
（
素

案
）
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

（
下
図
参
照
）

　

素
案
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
頂
い
た
後
、
今

年
度
中
に
基
本
・
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
一
月
に

大
河
ド
ラ
マ
館
が
終
了
し

た
後
に
工
事
に
着
手
、
平

成
三
十
二
年
度
の
供
用
開

始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

の
放
映
と
連
動
し
た
幕

末
・
維
新
期
の
雰
囲
気
を

感
じ
ら
れ
る
お
も
て
な
し

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
客
周
遊
性
向
上

検
証
事
業

（
１
，０
０
０
万
円
）

　

観
光
客
の
利
用
が
多
い

電
停
等
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
観
光
客
の
動
態
調
査
を

行
い
ま
す
。

●
外
国
人
観
光
客
誘
致

宣
伝
事
業

（
１
，７
８
０
万
円
）

　

こ
れ
ま
で
の
東
ア
ジ

ア
地
域
に
加
え
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
も
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
外

国
人
観
光
客
の
誘
客
促

進
を
図
る
た
め
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
関 

係
機
関
と
連
携
し
た
誘

致
セ
ー
ル
ス
等
を
行
う

と
と
も
に
、
海
外
旅
行

会
社
へ
の
助
成
を
行
い
、

さ
ら
な
る
誘
致
促
進
を

図
り
ま
す
。

※ 

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

予
算
は
、
全
体
予
算
の
一
部
で
す
。

プロムナード（散歩道）ゾーン
周辺道路と一体となった花や緑の自然を感じることが出来る散歩道

●花のプロムナード
電車通り側の花壇により、四季折々の花風景を楽しみながら季節を感じることが出来る空間

●緑のプロムナード
直線的な並木により、街なかの風の道として、街の清潔さや緑の爽快感を印象づける空間

憩い・安らぎゾーン
量感あふれる高木等を配置した、潤いや安らぎを感じられるゾーン

●風の丘
甲突川左岸緑地から違和感なく園内に
入り込むような園路と緑を配置

●友好の森
鹿児島ゆかり、姉妹都市等の樹木や草花
を植栽

●ふれあいの庭
木々や花々に触れ、匂いを嗅ぐなど五感
（音、香り、色、感触、味）を通じて憩いや
安らぎを感じられるユニバーサルデザイ
ンに配慮した庭

交流・ふれあいゾーン
さまざまな使い方ができる広場や民間活用等により、賑わいを創出するゾーン

●育みの並木
命を育んできた旧市立病院の建物をイ
メージした並木により、記憶を継承する
また、木陰でさまざまな活動を行える空間

●交流広場
日頃の地域コミュニティの場、イベント
や災害時の一時的な避難場所など多目
的に利用出来る広場

●創作広場
屋外で創作するアートを楽しみながら憩
うことの出来る空間、イベント利用も可能

●みんなの原っぱ
芝と多少の雑草などがある自由な空間

●すくすく広場
3歳未満児が安心して遊べるフェンスで
仕切られた専用広場

●民間活用エリア
設置管理許可制度等を活用し、民間事業
者が景観にマッチしたカフェ等を設置
し、緑地の維持管理を行うことで、維持
管理費の低減や緑地の魅力向上を図る

旧市立病院跡地緑地整備に関する配置計画（案）

憩い・安らぎゾーン

交流・ふれあいゾーン

プロムナード
（散歩道）ゾーン

国際交流センター
建設予定地

ゾーン計画

国際交流センター
建設予定地

エント
ランス

エント
ランス

風の丘

花のプロムナード

交流広場
みんなの原っぱ

すくすく
広場

ふれあいの庭
エント
ランス

民間活用
（カフェ等）駐車場

エント
ランス

緑の
プロムナード

友好の森

創作広場トイレエント
ランス

育みの並木

エリア計画

甲東中学校前電停

甲東中学校前電停

清滝のこみち

清滝のこみち

大河ドラマ館配置イメージ
（平成30年1月～31年1月の期間限定） 市

立
病
院
関
連
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

市
立
病
院
関
連
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

旧旧
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
平
成
三
十
一
年
度
中
完
成
を
目
指
す

固定電話回線
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